
力
武
'
丁

、
・
・
、
、
回

ス
》
刀
一
m

小
さ
く
す
る
生
物
学
的
製
剤
を
使

用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

慢
性
副
鼻
腔
炎
は
適
切
な
診

断
と
治
療
で
日
常
生
活
へ
の
響

を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。
早

め
の
受
勇
お
勧
め
し
ま
す
。

金
届
県
医
師
会
西
尾
健
志
Π

翌
星
巾
東
灘
区
西
尾
耳
鼻
咽
喉

科
院
長

◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載

し
ま
す
。

気
管
支
讐
や
ア
ス
ピ
リ
ン
不
耐

症
な
ど
の
合
併
が
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
難
治
性
で
国
の
難
病
に
麺
疋

さ
れ
て
い
ま
す
。

侵
性
副
鼻
腔
炎
の
治
療
は
主
に

一
務
療
法
と
手
禦
法
が
あ
り
ま

す
。

薬
物
療
法
で
は
、
マ
ク
ロ
ラ
イ

ド
系
抗
生
物
質
の
少
量
長
期
投
与

糧
副
鼻
腔
炎
は
、
風
邪
な
ど

が
原
因
で
発
症
し
た
島
衡
鼻
腔

炎
穫
性
化
し
て
生
じ
る
こ
と
が

多
气
副
鼻
腔
炎
の
症
状
が
2
S

3
力
月
以
上
続
い
た
場
合
に
診
断

さ
れ
ま
す
。

主
な
症
状
は
鼻
づ
ま
り
粘
り

気
の
あ
る
鼻
水
、
に
お
い
が
分
か

り
に
く
い
(
嘆
覚
障
害
)
、
鼻
水

い
ま
す
。

薬
物
療
法
で
改
善
し
な
け
れ

ぱ
、
鼻
茸
を
取
り
除
く
な
ど
の
内

視
鏡
手
術
を
検
討
し
ま
す
。
特
に

好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎
は
抗
生
物
質

が
効
き
づ
ら
く
、
ス
テ
ロ
イ
ド
の

長
期
内
服
を
避
け
る
た
め
に
も
比

較
的
早
期
に
手
禦
勧
め
ら
れ
ま

す
が
、
再
発
し
や
す
气
鼻
茸
を

は
、
大
き
く
2
種
類
あ
り
ま
す
。

ち
く
の
う

一
つ
は
い
わ
ゆ
る
「
並
一
膿
症
」
で
、

膿
性
の
鼻
水
や
鼻
づ
ま
り
頭
痛

が
多
气
頬
の
空
洞
で
起
き
が
ち

で
す
。

も
う
一
つ
は
「
好
酸
球
性
副
鼻

腔
炎
」
で
、
嘆
覚
障
害
が
強
い
の

が
特
徴
で
す
。
鼻
の
付
け
根
や
目

元
の
奥
の
空
洞
で
起
き
や
す
气

三
・

薬
物
療
法
で
改
善
な
け
れ
ぱ
手
術
も

が
喉
に
落
ち
る
後
鼻
遍
な
ど

で
す
。
炎
症
が
長
引
く
と
、
鼻
腔

'
な
兄
,

の
粘
膜
が
腫
れ
た
り
、
鼻
耳
鼻

ポ
リ
ー
プ
)
が
で
き
た
り
し
て
鼻

の
通
り
慧
く
な
り
、
鼻
腔
内
の

逸
澤
害
が
生
じ
て
さ
ら
に
炎
症

を
悪
化
さ
せ
る
ー
と
い
う
悪
循
環

が
起
こ
り
ま
す
。

鼻
茸
を
伴
う
糧
副
鼻
腔
炎
に

=
;

(
抗
菌
効
果
よ
り
も
免
疫
機
能
を

活
性
化
さ
せ
炎
症
を
抑
え
る
作
用

き
ょ
た
ん

を
期
待
)
や
去
疾
薬
、
ス
テ
ロ

イ
ド
占
姦
な
ど
を
用
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
が
あ

る
と
長
引
き
や
す
い
た
地
抗
ヒ

ス
タ
ミ
ン
薬
な
ど
も
用
い
ま
す
。

生
理
食
塩
水
で
の
鼻
洗
浄
や
ネ
ブ

ラ
イ
ザ
ー
治
療
な
ど
も
併
せ
て
行

神戸新聞社令和7年7"⑳口(a )

国内の患者数が約200万人とされる N曼性
くうび

副鼻腔炎」は、鼻づまりや鼻水、嘆覚障害、

頭痛などが長引き、日常生活にさまざまな影

響を及ぽすの力誹寺徴だ。症状や治療法につい

て専門医に聞し寸む

朝刊


